
平成２７年度 指定管理者年度総合評価表 
（平成２７年４月～平成２８年３月実施分） 

 

作 成 日 平成２８年 ６月 ８日 

 

■指定管理者概要 

施 設 名 児童館（八戸市中央児童会館ほか 14施設） 

所 在 地 八戸市内丸一丁目 1-1 ほか 

施 設 概 要 

児童館は、地域のすべての幼児や学童に自由な活動や遊びの場を提供するための地域の拠点

となる施設である。また、遊びを中心とした様々な体験を通じて、児童の健全な育成を図って

いる。 

指定管理者 

名 称 社会福祉法人 八戸市社会福祉協議会 

代 表 者 会長 田口 豊實 

所 在 地 八戸市根城八丁目 8-155 

指 定 期 間 平成２６年４月１日～平成３１年３月３１日 

指定管理者 

の 業 務 

・個別の児童の健全育成指導 

・小型児童館における幼児保育事業 

・クラブ活動事業 

・各種行事の実施 

・ボランティアの募集・育成 

・母親クラブ等地域組織活動の育成 

・施設、設備等の維持管理に努める業務 

・その他市長が特に必要と認める業務 

市 所 管 課 

（問合せ先） 

福祉部 子育て支援課 家庭支援グループ 

電 話 0178-43-9342（直通） 

E-mail kosodate@city.hachinohe.aomori.jp 

 

■指定管理者による自己評価 

評 価 

児童センター開館時間について、小学校の長期休業中には７時 30 分からとし、また、土曜

日は８時 30 分からとし、仕事を持つ保護者へ配慮するとともに、児童の安全で安心な居場所

の確保に努めた。 

ノーマライゼーションの理念に基づき、小学校 特別支援学級の障がいのある子どもを学校

と保護者との話し合いにより受け入れ、児童相互に理解し合える機会を提供し、障がい児に対

する理解を促進することができた。 

児童厚生員を各種研修会へ派遣し、専門的な知識を習得させるとともに、内部研修を実施し、

児童厚生員の資質向上に努めた。 

各児童館では、イベントへのボランティアを受け入れ募集を行い、地域住民と協力・協働体

制を築くとともに、地域との交流を進めることができた。 

今後の目標 

27 年度に実施した事業を継続するとともに、より利用幼児・利用児童・父母の立場に立っ

たサービスの向上を目指していく。また、創意工夫をこらした独自の行事を各児童館で継続し

て実施していく。 

 

 

 

 

 

 



児童館（八戸市中央児童会館ほか 14 施設） 

■市（所管課）の総合評価 

評 価 

管理運営について、児童館運営要綱、包括協定書、業務基準書及び事業計画書等に基づき、

適正かつ良好に遂行されていた。 

サービス面については、小学校の長期休業期間中に、利用者の多い児童センターの開館時間

延長を前年度に引き続き実施したり、自主事業を積極的に実施するなど、サービスの向上を図

っていた点が評価できる。 

また、苦情件数が減少していたことも評価できる。 

指摘事項 指定管理業務の収支について、今後も可能な範囲で経費削減を図ること。 

 

[評価：◎非常に良い、○良い、△やや悪い、×悪い、―評価不能] 

■管理運営状況に係る個別評価 

１ 管理状況 

  

  

指標 評価 評価に対する説明 

開館時間、休館日の運用 ◎ 

・業務基準書に示されている児童館の開館時間は８時 30分から児童

センターの開館時間は９時からとなっているが、小学校の長期休業

期間中は７時 30分から開館し、共働きの家庭等へのサービスの向

上を図っていた。 

・市の承認を得て休館日に児童館行事を開催し、施設が有効に活用さ

れていた。 

法令の遵守 ○ 関係法令を遵守していた。 

適正な人員配置 ◎ 
利用児童の多い児童館に職員を増員し、業務基準書に示した配置基準

等以上の人員を配置していた。 

従事者の労働環境確保 ○ 最低賃金等の労働関係法令が遵守されていた。 

障がい者の雇用状況 

※募集時に提案していた場

合(選定時加点) 

○ 身体障がい者を常勤職員として１名雇用していた。 

協働のまちづくりへの協力 

※募集時に提案していた場

合(選定時加点) 

○ 
地域住民を交えた児童館まつり等の行事を通じて、積極的に地域貢献

活動を実施していた。 

従事者の教育・研修 ○ 

児童館職員に、児童厚生１・２級指導者研修会、児童館館長研修会、

放課後子どもプラン指導者研修会、子ども安全安心実践講習会、青森

県児童館連絡協議会が主催する中堅職員研修会及び体力指導員研修

会等を受講させ、職員の資質向上に努めていた。 

緊急事態への対応 ○ 

社会福祉協議会作成の災害時対応マニュアル及び児童館緊急連絡網

により、緊急時の体制が出来ていた。（暴風警報等発生時には市に対

し速やかな状況報告がなされていた。） 

文書の管理保存 ○ 
文書取扱関係規程が整備され、作成、受領した文書が適切に管理され

ていた。 

報告書等の提出 ○ 
事業計画書、四半期報告書、事業報告書及びその他報告書を遅滞なく

適正に提出していた。 

口座管理、経理の区分 ○ 専用口座で管理しており、経理区分について適正に整理されていた。 



児童館（八戸市中央児童会館ほか 14 施設） 

通帳、印鑑の管理 ○ 
社会福祉協議会の経理規程に基づき、通帳と印鑑が適正に管理されて

いた。 

管理物件に対する損害 

賠償、第三者への賠償 
― 該当なし。 

付保する保険 

※協定書で指定管理者に保

険加入を指定している場合 

○ 協定書で指定する火災保険・施設賠償責任保険に加入していた。 

指定管理開始前における準

備 
― 

21 年度から 25年度に指定管理者の指定を受けており、26年度から 30

年度も継続して指定管理者の指定を受けているので対応なし。 

管理終了後における引継ぎ ― 
21 年度から 25年度に指定管理者の指定を受けており、26年度から 30

年度も継続して指定管理者の指定を受けているので対応なし。 

重要事項の変更の届出 ― 届出の必要な事例なし。 

施設の使用許可及び条件 ○ 
施設使用許可が八戸市児童館条例に基づき適切に行われていた。 

（入館拒否等はなかった。） 

施設、設備の保守管理 ○ 施設、設備の保守管理が適切に行われていた。 

備品の管理 ○ 備品の管理が適切に行われていた。 

清掃業務、警備業務、 

その他必要な管理業務 
○ 

火災報知器・消火器保守点検、浄化槽保守点検、ボイラー保守点検等

の管理業務を外部業者へ委託し、適切に管理されていた。 

 

２ 運営状況 

  

  

指標 評価 評価に対する説明 

小型児童館利用状況 ○ 

昨年度より利用人数が 1,927 人増加した。 

26 年度 年間延べ利用者数 18,616 人 

27 年度 年間延べ利用者数 20,543 人（前年度比 110.0%） 

※小型児童館 6館の年間開館日数 1,766 日 

児童センター利用状況 ◎ 

昨年度より 9,374 人増加した。 

 26 年度 年間延べ利用者数 232,501 人 

 27 年度 年間延べ利用者数 241,875 人（前年度比 104%） 

※児童センター９館の年間開館日数 2,647 日 

個別の児童の健全育成事業 ◎ 

子どもボランティア育成支援事業として、子ども自身によるボランテ

ィアグループの育成が図られていた。また、障がいを持つ児童や配慮

を必要とする児童に対して、他の児童とうまく交流できるよう指導及

び支援に努めていた。 

各種行事の実施 ○ 

児童館合同イベントでは、児童館同士の交流の機会を設けていた。ま

た、母親クラブや地域住民と協働で三世代交流会、児童館まつり等の

行事を実施していた。 

ボランティアの募集・育成 ○ 

児童館まつりで広く住民からボランティアを募集し、運営に協力して

もらいながら、地域とのつながりを深め、児童館職員の指導力を補強

するためのボランティア募集につながるよう努めていた。 

地域組織活動の育成助長 ○ 
母親クラブの地域組織の活動に協力及び助言をするなど、団体の育成

に努めていた。 



児童館（八戸市中央児童会館ほか 14 施設） 

自主事業 ◎ 

自主事業を実施し、児童等の自主性・社会性・創造性等を育むことに

努めていた。 

（事業内容） 

・第 11回児童館遊びの祭典「遊ぼう仲間と in種差」 

・ちびっこランド 

・児童館クラブ活動 

・館外活動（三世代交流・親子遠足・スノーチューブ滑り等） 

 

３ 収支状況 

  

  

指標 評価 評価に対する説明 

指定管理業務の収支状況 ○ 

収支計画を達成し黒字であった。 

（単位：円） 

 項目 収支計画 収支実績 前年度実績 

収
入
① 

指 定 管 理 料 134,951,000 134,951,000 133,960,000 

修 繕 料 繰 越 金 0 0 0 

計 134,951,000 134,951,000 133,960,000 

支
出
② 

人 件 費 116,267,000 116,479,272 115,494,381 

維 持 管 理 経 費 8,145,000 7,200,848 8,222,414 

事業費・一般事務

費 
10,539,000 9,439,679 8,916,147 

計 134,951,000 133,119,799 132,632,942 

次年度修繕料繰越金③ 0 337,092 0 

収入－支出(①-②-③) 0 1,494,109 1,327,058 
 

自主事業の収支状況 ○ 

収支計画を達成した。 

 収入実績 1,937,330 円（計画 1,800,000 円） 

 支出実績 1,937,330 円（計画 1,800,000 円） 

 

４ 運営に係る体制整備状況等の状況  

  

  

指標 評価 評価に対する説明 

利用者満足度の把握 ○ 
利用者や地域住民等と密接にコミュニケーションを図ることにより、

満足度の把握に努めていた。 

施設概要(利用方法)の周知 ○ 
既存の児童館パンフレットを、各児童館及び社会福祉協議会に設置し

ていた。また、法人のホームページ等にも掲載し周知を行っていた。 

苦情・要望等の受付体制 ○ 

社会福祉協議会福祉サービス苦情解決第三者委員会規程により、各児

童館入口に意見受付箱を設置するとともに、利用者が苦情受付担当者

及び苦情解決責任者を把握できるように掲示されていた。（平成 27

年度においては、第三者委員会の開催事例なし。） 

苦情・要望等への対応 ○ 

苦情に対し適切な対応をしていた。 

（苦情件数） 

  26年度実績 ４件 

 27 年度実績 １件 

個人情報の保護 ○ 個人情報保護関係規程が整備され、遵守されていた。（運用実績なし） 

情報公開 ○ 情報公開関係規程が整備され、遵守されていた。（運用実績なし） 



児童館（八戸市中央児童会館ほか 14 施設） 

秘密保持義務 ◎ 
秘密保持義務が守られ、児童館職員に対する研修も行われており、適

切に対応されていた。 

環境への配慮 ○ 
各児童館において、省エネルギーへの取り組み等が適切に行われてい

た。 

 

■他の事業評価実施状況 

１ セルフモニタリング  

  

  
自主点検状況 

実施状況 

ＡＥＤ点検は毎日実施し、避難訓練、消火訓練及び遊具安全点検等は毎月実施していた。 

 

２ 定期モニタリング  

  

  
定期報告状況 

実施状況 

定期報告書について、四半期ごとの業務報告書が遅滞なく提出され、内容も適切であった。 

 

３ 随時モニタリング  

  

  

  

  

実地調査状況 

実施回数 実施日 実施者 実施内容 

６回 

７月３日 担当 修繕必要箇所の状況確認 

７月 16日 担当 
第１四半期終了後の管理及び事業実施状況並びに苦情

対応の聞き取り等 

９月 30日 担当 遊具及び樹木の状況確認 

10 月８日 担当 次年度予算要求に係る修繕等の要望聴取 

10 月 20日 担当 
第２四半期終了後の管理及び事業実施状況並びに苦情

対応の聞き取り等 

１月８日 担当 
第３四半期終了後の管理及び事業実施状況並びに苦情

対応の聞き取り等 

実施結果 

・上記のほか、各児童館の管理状況等を必要に応じ随時確認した。 

・施設の管理運営と苦情対応が適切に行われていることを確認した。 

・緊急修繕が適切に行われていることを確認した。 

 


